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正常家兎腦波々形に關する研究
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　　　　　　　　緒　　　　言

　正常家兎脳波々形の局所差に関しては和rnmii11。r，

Marinesco，　ILedebm’，　Eators，　Drohoclcl，伊藤及び懸

田，鈴木，戸田等の業績が見られ，1〈ornmiiller，

Marinesco，　Ledebur等｝ま家兎脳波々形はその皮質領

野の異ると共セこ脳波々形も亦異るという，所謂家兎脳、

波の局所差の存在を主張して居るが，他の多くの人々

はこの局所差を否定して居る。さて、私は第ユ報，第

2報に於いて，正常家兎脳波々形の個体差を，その波

形の規則性に就いて検索し，更に夫等を長期に亘つて

観察した結果，種々なる知見を得たが，更にこの正常

家兎脳波々形の局所差の問題に就いても波形の規則性

の上から観察して，検討を加える目的で本芙験を行つ

た。

　　　　　　　　実　験　方　法

実験装ぱ峡験噸用し撲邸前報胴じ調
に依る自作抵抗容量結合4段増幅器2個，及び横河製

電磁オツシログラフ（IJ．型振動子使用）を用いた。

　麟方法・家兎の・Vrea　1．n－・ecentralis　gr・uiul－，　ris及

びArea　striataの左右対照部硬脳膜上に4個のノJ、円

孔を穿ち，自作丁字型銀線を夫々に挿入して電極と・

「し，頭皮劫開創は1次的に縫合した。叉別に接地電極

として家兎の項部に挿入、固定した銀線を用いたが，

本実験に於いては同一の皮質領野では左右別々に誘導

し，N同一の側では異皮質領野から夫々瀦して局所

「の相違による脳波々形の局所差の有無を検索する為

左右の　Area　pr：xecent・ralis　granultLris及びArea

8垣ILtaから，更に同側のAretL　pmeoeutil1廊gr4nula－

risとAre；iβ回aぬから夫々別々に2個の単極誘導を

行い，之等を同1博に描辱し得る様に調節したe

撒動物本実脚・槌色鹸な成熟家兎で樋
2k9前後のもの3頭を使用L，夫等を奔購酔，無固定

の状態で，前報に既述した一定箱内に放置して）・可及，

的に自然に近い状態を保たしめて描写した。

　描写方法並びに測定方法：前報と全ぐ同様に夜間静

寂時を選び，家兎を充分に周囲の環境に1馴らせた街

描写したが，本報では同一家兎で相異つた2個所から

同時に単極誘導法に依つて同時描写を行つた。即ち，

（1），左右のA・el　prt　ecrnt・rali・g・卿滅r・（2）・左右

のA・…t・’i，！tlc，（3），左側のA・ea　praece・t・alis

gra’nularis及びArel　・striata，から夫kユ回の描写時間

を約15秒として，5分間の間隔を置いて3回，連続描

写したものを1組と．し，斯かる方法でユ頭に就て3～

組つつを描記したが，その成績の測定も前報と全く同

じ基準こ依つて各1秒毎に波形を規則波，不規則波，

基線動揺等セこ判定して計測した。

　　　　　　　　実　験　成　績

　本実験1ご使用した家兎はNo．2，　No・7，　No・11の3頭

であつたが　之等に就いては前項に記載した様な方

法で各局所から誘導描写した成績の中，規則波々形

の出現率の平均値を算出，表示して見ると図表（ll・）に

示した如くであつた。即ち，各家兎に就いて同一皮質

領野の左右の対照部から誘導した場合の脳波々形の規

則波は，Are：L　praecnt・ralls　granUhri8に於いても，又一

A「ea　8triataに於いてもその出現率の平均値には特に

認めるべき相違は見られず，この申で左右の最も瑠し

い差としてはNo．7i家兎のArea　praecentralis

granularisに於ける左右差であつたが而もこれは僅か



に10％に過ぎなかつた。全く同様に，同一側，異皮

質領野である左側Area　praeaentralis　granularis　と

Area　striataから誘導した場合にも各家兎の規則波々

形の出現率はその局所の相違に依る差異は殆んど見ら

れず，この内で最も大きな差異といつてもNo・2に認

められた7・2％に過ぎなかつだ。斯くの如く，検査各

例共に同一の皮質領野では左右の別により，叉同じ側

では皮質領野の別によつて描写しても，正常家兎脳波

々形の規則性には描■局所の差異に依る著しい相違は

見られず，叉之を個々の描写時の波形に就いて見る

と，No・2家兎に於いては図表（2）及び第1図に示

す如く，各描写日による規則波々形の出現率の局所差

に依る相違は多少は存在するとしても，何れも僅微で

あつて，問題とするに足らず，僅かに9月9Hの描写

に際してArea　praecentralis　granularisとArea

stl‘il・　ttLとの規則波々形の出現率が夫々65．9％及び

90．2％を示して，従つてその差24．3％を見た1回が

あるのみであつた。同様に家兎No．7、及びNo．11に

於いても図表（3），（4）及び第2，第3図に示す如

く，誘導局所の差異に依つては脳波々形の規則性には

図表（1）　各家兎平均規則波出現率
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図表（2）各描写日に於ける規則波出現率輿O．2）
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見るべき相違はなく，従つて家兎脳波々形には規則性

から観察してもその局所差は存在しないという成績を

牧めた。

　　　　　　　　考　　　　按

　正常家兎脳波々形の局所差の問題はKo｝nmlillerに

依つて初めて主張されたが，彼は家兎の脳波々形は脳

皮質領野1こ依つて異り，Area　striattでは2旺g及び

振幅の小さな速波，叉Area　parietalisでは’2～3Hz

の波及び15Hzの波，　Areft　postCentrali8では7］田及

び13Hz波，　Area　praecentralis　agranularisに於て

は15砒の波形が見られ，その他の皮質部位に於ても

夫々の皮質領野に特有な波形の存在するという，所謂

家兎脳波々形の局所差を報告した。次いでMarinesco

もKornrniillerの説を認めると共に，更に家兎では

Area　praeeentralis以外の場所に於ては2～6Hzの波

が家兎の固有波であるとして，局所の相違によつて生

図表（3）各描写日に於ける規則波出現率（No．7）
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図表（4）各描写属に於ける規則波出現率（No．11）
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第1図局所差に於ける家兎No・　2脳波々形（26t　7．25）
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第2図局所差に於ける家兎No．　7脳波々形（26．812）
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第3図局所差に於ける家冤No．　IJ脳波k形（26．9．9）
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ずる波形の差異は固有波の差畢ではなく，単に脳皮

質の活動状態の相違tzgよるものであると述べた。叉

LedebtU’は家兎脳波にはArea　praee6ntra］is㎎rlLn－

ularisで．2～3Hz及び13～15且zの波T叉Area

p°stc吹Etralisでは7～14Hzの波形が認められると云

つてドKOrniniillerの説を支持して居る。斯くの如く，

家兎脳波々形が脳皮質の局所の相違に依つて脳波々形

にも差異が見られるという家兎脳波の局所差を主張

し，これを認めようとする人々もあるが，5〈．E〔：tOrs，

Drohoeki，伊藤及び懸田，鈴木，戸田等の如く，局所

差に反対の意を表して居る人々も少くなく，鈴木は

1〈Ornruii】lerの主張は，少くとも鈴木の実験成績から

云うと如何なる意味にもせよ，その局所差を肯定すべ

き所見は得られなかつたと述べて，家兎脳波々形の局

所差を全面的に否定し，叉戸田も局所差は400波平均

週期に於いて，僅か数％を見たに過ぎず，而もこの値

は人間α波の局所の相違によつて見られる差異の数値・

に略等しく，極めて僅微なものであり，之を統計学的

に検定してもこの位の差異では有意義なものとは云い’

難く，従つて家兎脳波の局所差は存在するとは云い得

ないと述べて居る。以上の如く，家兎脳波々形の局所

差は瑚在では殆んど否定されて居るが，その問題とし

てお繍1は主して家兎脳搬形の週ま鵬就いて泊

つて，波形の規則性に関する観察は全然実施されて居

ない実状である。従つてこの局所差の問題を従来とは

全く別な観鮎たる波形の規則性の上から検討して，こ

の局所差の問題に新らたな解決を下す目的で本実験を

行つたのであるが，本実験の成績から按ずると，正常

家兎脳波々形は描写局所の相違に依つては波形の規則

性の上にも何等の認むべき差異は見られず，即ち，家

兎脳波々形は同一の皮質領野から左右別に描写して

も，同じ側で異つた皮質領野から別々に描写しても，
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2局所間の脳波々形の規則波の出現率の平均値セこは著

しい相違はなく，精々10％程度であつて，多くは数％

に過ぎなかつた。即ち，その差は同一局所に於ける時

間的変動に比べると問題にならない位僅少であり，従

つて家兎脳波々形には規則性の上から検討しても局F）i

差は存在して居ないと断定する事が出来ると思推せら

れた。

　　　　　　　　　結　　　　語

　正常家兎脳波々形の局所差を波形の規則性から観察

して，局所差の存在の有無を検討する目的で，成熟家

兎3頭を用いて，家兎硬脳膜上の異つた2個所，即ち

左右のArea　praecentralis　granularis，左右のATea

striata，及び左側のAeea　praecentralis　granularis並

びにArea　striataから夫々同時に誘導し）同時描写を

行つた。而る処何れの家兎に於いても誘導局所の相

違に依つて家兎脳波々形の規則波の出現率には特に顕

著な差異は見られず，精々10％で多くは僅か数％に過

ぎなかつたo従つて本実験成績からいつても，正常家

兎脳波々形の局所差は存在しないと断定する事が出来

た。

　欄筆するに当り，鈴木教授の御指基御校閲に深謝

の意を表する。
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小児結核性髄膜炎の治療経験
恥e・i…ei・lr…tme・t・f’D・b・…1・as　M・・量・giti・i・Childr・n・

　　　　L．畑ricchio　Pediatria　58：289（May）工950．

　1947年以来Ntplesの小児科クリ＝一クで104例の結核性髄膜炎患児か治療された。之等のうち6例

は治癒し，4例は軽快し，9例では病状が止つて居り，他の者は死亡した。

　治療はすべてストレプトマイシンを用いた。最も良い成績はストレプトマイシソを毎日髄腔内に

100・v200mg，休重プ管キロ100m9を毎日筋注した場合に得られた。　この方法で治療された29例は

3例が治癒し，4例が軽1央し，8例は症状が止つて居り，14例は死んだ。⑳他の74例セこはより少量のス

トレプトマイシンを用ひた。スルフオソ剤は併用薬剤として価値あるものであつたが，パスは価値が

1かつた。適当な食餌の管理と共にVit・A・Dを与へることは良いことであつた。著者はストレプト

．マイシソが髄腔閉鎖の原因とはならないし，脳室の拡大はそんなに多くの結核性髄膜炎患児に起るも

のではないとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．（信大小児科　芹川抄）


